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出
動
要
請
の
中
に
は
、
緊
急
性
の

な
い
軽
い
け
が
や
病
気
（
風
邪
を
引

い
た
、
歯
が
痛
い
、
突
き
指
を
し
た

な
ど
）
で
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、「
救

急
車
な
ら
早
く
病
院
で
診
て
も
ら
え

る
」
な
ど
安
易
な
要
請
も
あ
り
、
本

当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
傷

病
者
へ
の
対
応
に
支
障
が
生
じ
て
し

ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
連
絡
す
る
前
に
、
自
家
用
車

や
タ
ク
シ
ー
、
民
間
救
急
が
利
用
で

き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

尊
い
生
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車

の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、
緊
急
性
の
な
い
軽

い
症
状
で
ご
自
分
で
病
院
な
ど
へ
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
た
に
医
療
機
関

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・
指
令
課
（
☎
５
７
１
‐
０
１
１
９
）

・
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９
）

※
日
曜
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
テ

レ
ド
ー
ム
（
☎
０
１
８
０
‐
99
‐

４
９
４
４
）
へ

救
え
る

救
え
る
『『  

い
の
ち

い
の
ち  

』』
そ
の
た
め
に

そ
の
た
め
に

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ　

医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ　

　

携
帯
電
話
・
IP
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
通

報
者
の
発
信
位
置
に
関
す
る
情
報
が

自
動
的
に
消
防
本
部
に
通
知
さ
れ
、

よ
り
迅
速
に
か
つ
確
実
な
消
防
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

迅
速
な
消
防
活
動
の
た
め
に

迅
速
な
消
防
活
動
の
た
め
に

　

救
急
車
は
、
緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
病
者
の
た

め
の
も
の
で
す
。
し
か
し
近
年
、
本
来
救
急
車
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な

緊
急
性
の
な
い
要
請
が
増
え
、
必
要
と
し
て
い
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に
支

障
が
出
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
適
正
利
用　

　

救
急
車
の
適
正
利
用　

　　１１９ １１９ の　　　　 の　　　　   からから　　現
場

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
消
防
精
神
の
も
と
に

組
織
さ
れ
て
い
る
深
谷
市
消
防
団
の

平
成
19
年
度
新
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

写真前列左から、堀
ほり

江
え

花園支団長、今
いま

井
い

岡部支団長、富
とみ

田
た

川本支団長、奥
おく

野
の

副団長、
坂
さか

田
た

団長、馬
ば

場
ば

周
しゅう

一
いち

副団長、馬
ば

場
ば

茂
しげる

副団長、藤
ふじ

崎
さき

深谷南支団長、吉
よし

岡
おか

深谷北支団長
中央左から、野

の

本
もと

第１分団長、神
かん

田
だ

第２分団長、青
あお

木
き

第３分団長、瀬
せ

下
した

第４分団長、
松
まつ

崎
ざき

第５分団長、大
おお

島
しま

第６分団長、小
こ

暮
ぐれ

第７分団長、高
たか

橋
はし

第８分団長、髙
たか

田
だ

第９分
団長、川

かわ

田
た

第 10分団長、関
せき

根
ね

第 11分団長、湯
ゆ

浅
あさ

第 12分団長
後列左から、逸

へん

見
み

第 13分団長、森
もり

泉
いずみ

第 14分団長、根
ね

岸
ぎし

第 15分団長、小
こ

林
ばやし

第 16分
団長、清

し

水
みず

第 17分団長、吉
よし

田
だ

第 18分団長、小
お

川
がわ

第 19分団長、田
た

尻
じり

第 20分団長、
大
おお

澤
さわ

第 21分団長、吉
よし

岡
おか

第 22分団長、根
ね

岸
ぎし

第 23分団長、笠
かさ

原
はら

第 24分団長、長
なが

島
しま

第 25分団長

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
各
自
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
直
ち
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ 

　

消
防
本
部
消
防
総
務
課

　
（
☎
５
７
１
‐
０
９
０
０
）
へ

第10分団
第11分団

第
14
分
団

第
13
分
団

第16分団

第15分団

第12分団

第９分団 第８分団
第７分団

第６分団

第５分団

第２分団

第４分団

第19分団
第20分団

第17分団
第18分団

第24分団
第25分団

第21分団
第22分団
第23分団

第
１
分
団

第３分団

血洗島・南阿賀野・北阿賀野
横瀬・町田・上手計・下手計・大塚

上敷免・高畑・内ケ島・矢島
大塚島・起会・谷之・戸森

岡・岡里

普済寺・岡部

本郷・今泉・針ヶ谷・
山河・櫛挽

深谷町・田所町・西島４～５丁目・
田谷（市道１号線以西）・東大沼・栄町・
西大沼・曲田・萱場・見晴町・宿根・伊勢方

小前田・荒川・武蔵野

黒田・永田・北根

榛沢・後榛沢・山崎・
榛沢新田・沓掛・西田

櫛引・大谷・境

人見・樫合・柏合・折之口

田中・上原・長在家・菅沼・
瀬山・川本明戸

本田・畠山・白草台

上野台・桜ケ丘・
東方（ＪＲ高崎線以南）・
秋元町・上柴町東・
上柴町西（1丁目を除く）

東方（ＪＲ高崎線以北）・
原郷（東部・北部）・常盤町・
国済寺（東部）・東方町・
国済寺町・幡羅町１丁目・
本田ケ谷

深谷・仲町・本住町・稲荷町・
稲荷町北・天神町・西島・
西島町１～３丁目・緑ケ丘・
田谷（市道１号線以東）・寿町・
原郷（中部・西部）・幸町・
国済寺（西部）・上柴町西1丁目

宮ケ谷戸・上増田・蓮沼・
藤野木・堀米・江原・石塚

明戸・沼尻・新井

新戒・高島・成塚
中瀬

深谷市消防団役員の皆さん

　

多
く
の
か
た
に
応
急
手
当
の
方

法
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

講
習
の
内
容
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱

い
方
法
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
（
６
月
は
23
日
）

と
こ
ろ　

深
谷
消
防
署
と
花
園
消

防
署
で
交
互
に
開
催
（
６
月
は

深
谷
消
防
署
）

対
象　

深
谷
市
・
寄
居
町
在
住
在

勤
の
か
た

定
員　

先
着
30
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

　

消
防
本
部
警
防
課

　
（
☎
５
７
１
‐
０
９
１
４
）
へ

※
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

第 １ 回

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市


